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価 値を生み、 貢 献 する
価 値を生み、 貢 献 するために私たちはここにいる。

私たちはなぜ Baseconnect にいるのかというと、価値を生み、貢献するためです。
Baseconnect における価値とは目的（存在意義）に貢献することです。「価値を
生むこと」にこだわりましょう。
日々の仕事が単なる作業になってはいけません。自分の仕事がどんな問題を解決
し、どんな価値を生み出すのかを意識しましょう。

「その仕事に価値があるか？」 を常に問いましょう。存在意義の貢献に繋がらな
い価値のない仕事はすぐに辞めて、価値ある仕事に集中することが大切です。
本質的で、目的に沿ったことをやり続けましょう。

私たちはコミットメントを行い、存在意義を達成するために貢献します。コミット
メントとは、「責任を伴った約束」であり、「自分が責任を持って貢献する内容を
決めて約束すること」です。いつまでにどんな貢献をするのかを決めて、コミット
メントを果たしましょう。

01

「価値を生んでいるか？」を可視化する仕組みを導入する。価値を生んでいるかわからないことを
やり続けない。

「仕事を期限内に高いクオリティで終わらせる」というのが最もシンプルな価値創造の方法。
メンバーに価値のない仕事をアサインしないように十分気を配る。「このタスク、このミーティング、
本当に価値ある？」 とみんなが考える。

STANDARD
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セ ル フ マ ネ ジ メ ン ト
自分がどう行 動 するかを決める権 利は
あなたにしかありません。

私たちは管理という意味合いでのマネジメントを行いません。管理されるのはある
種とても楽なことなのかもしれません。人から言われたことを、ただやればいいの
ですから。

「自分で自分をマネジメントする」のが私たちのルールです。これができるのは、み
んなが自分を自分でコントロールでき、マイクロマネジメントを行わなくても自分で
考え価値を創造できると信じているからです。メンバーを信じて仕事を任せましょ
う。信頼は私たちの働き方の基本です。

自分の仕事の責任者は「自分自身」 です。上司も部下もいないので、責任を上司
や部下に取ってもらうことはできません。bits に承認という概念はありません。同
じゴールを目指し、同じルールに従って、個々が考え行動するのが私たちです。

現場のメンバーは最も担当する領域に近く、最もそれを考えています。 遠くにいて
それについて考えていない他の人が意思決定することは、本来おかしなことです。

自由と責任は表裏一体です。私たちは管理のない中で自由に仕事を進めることが
できます。その代わりに、全員が責任を持ちます。あなたは役割の範囲内ですべて
の権限を持っています。 全員が自身の役割に対して強いオーナーシップとリーダー
シップを発揮して取り組みましょう。

02

役職を撤廃し役割ベースの組織にする。役割を明確化し、誰が何にコミットメントしている
のかを明確化する。
自律しつつも独走せず、周りを巻き込み、協調しながら自分の仕事を終らせる。
当事者意識を持ち、自分の役割と仕事を本来の意味で自分のものだと捉える。誰もオーナー
シップ（≒当事者意識）を持たない仕事が存在しないようにする。
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目的から始める
同じ目的 地を目指す鳥の群れのような組 織 。

私たちは同じ目的地を共有し、それに向かって個々が大いに羽を伸ばして飛ぶ、 
鳥の群れのような組織です。目的地を失った鳥の群れは一瞬にして崩壊してしまい
ます。自律分散協調型の組織は目的がなければすぐバラバラな方向に散ってしまう
のです。私たちにとって目的は非常に大切なものです。

目的地を共有しましょう。全社としての目的地・チームごとの目的地・メンバーご
との目的地を決めて共有し、今週の目的地・今月の目的地・この 3 ヶ月の目的地・
この 1 年の目的地を決めて共有します。個々のチーム、個々のメンバーは共有され
ている目的地に達するためにどうするべきなのかを考え行動しましょう。目的と目
的地を共有し続けること、目的地が合っているかレビューし合うことが大切です。

日々の全ての行動、全ての施策、全ての思考の目的を考えましょう。目的なき行動、
目的なき施策、目的なき思考は非常に危険です。

「こうするべきだ」「こうするのが普通だ」「こうした方がいいって誰かが言っていた」
「こうすればきっとうまくいく」など、盲目的にならないように気をつけましょう。

「何のために、なぜそうしているのか？」を常に意識して考え、行動し続けなけれ
ばいけません。
間違った方向へのコミットメントほど虚しいことはありません。目の前の仕事の忙し
さに囚われて、本質を見失わないように心がけてください。

03

目標よりも目的を大切にする。意義のある目的を十分に考えて決めた上で、目標を決める。
3 ヶ月に 1 度 OKR を作成し、全社の目的とチームごとの目的、メンバーごとの目的を同期する。
会社の目的、チームとメンバーの役割、優先順位、ロードマップなどをわかりやすく作成して共
有する。
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助言をもらう
上司なし。 承 認なし。 チェックなし。

助言をベースに仕事を進めましょう。私たちには承認という概念がないので、自
分の役割の範囲においてすべての意思決定の権限をあなたは持っています。但し、
必ず助言をもらうようにしてください。
仕事を進める上で周囲と協調しながら相乗効果を生むような仕事の仕方をしま
しょう。１＋１が３以上になるようなチームであることが大切です。

助言を得ないで仕事を終わらせることは重大なルール違反です。助言は bits の核
となる非常に重要なプロセスであり、省略することはできません。助言がなければ
協調ができず、組織として崩壊してしまいます。

助言のすべてを聞き入れる必要はありません。 全員の希望を取り入れようとした
結果、内容の薄くなった意思決定をする必要はありません。あくまで助言なので、
半分を目安に取り入れましょう。勇気をもって最後は自分で決断するのです。

助言をもとに改善を行い、仕事の質を高めましょう。その仕事が重要であるほど
十分な助言を得ながら仕事を進めてください。その仕事が広く他の役割に影響す
るほど、広く助言を得ながら仕事を進めてください。

04

積極的に「レビューお願いします」「フィードバックお願いします」「アドバイスください」「どう思
いますか？」と声をかける。積極的に仲間に助言する。
承 認・決 裁を求めてしまわないように言 葉に気をつける。「これで 進めていいですか？」

「チェックお願いします。」「〇〇さんの GO サインが出ている」などという表現はしない。 
「これでいこうと思います。確認とレビューお願いします。」のスタンスを大切に。
実質の承認になってしまわないように気をつける。レビューする側はあくまで自分個人の意見であ
ることを前提として、指示にならないように気をつける。合意形成にならないようにも気をつける。
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「 見える化」 する
見えないものは改善できない。

何事も「見える化」し「科学する」 のが私たちです。「見える化」とは組織やサー
ビスのあらゆる指標や成果、進捗などを可視化してわかりやすく共有することです。

「科学する」とは「観察 -> 仮説 -> 実験 -> 分析 -> 仮説の検証結果を出す」を繰
り返すことにより、普遍的真理や法則を理解することで結果をコントロール可能に
していくことです。人は「見えないもの」は改善できず、解決もできません。
まずは見える化することからすべてが始まります。見える化せずに業務を行うこと
は、暗闇の中ライトを点けずに車を運転することと同じです。闇雲に仕事をしても
成果が出ないことはもちろん、大きな事故さえ引き起こしかねません。
問題は 「解決する」よりも「見つける」ほうが難しいのです。

運や世の中の流れ、個人の感覚や勢いに頼るのはやめましょう。再現性のないも
のに価値はありません。景気や人の根源的な欲求などのコントロールできないもの
と、自社でコントロールできるものを分けて考え、コントロールできるものをコント
ロールするために全力を注ぎましょう。

コントロールするために必要なのは「見える化」です。人は目に見える数値や成果、
進捗であればコントロールできます。常にデータを取って可視化し、数字・事実・
結果ベースで議論や判断を行いましょう。数字は揺るぎない共通言語です。コント
ロールできるまで因数分解を行って小さく分解し、見えるようにしましょう。

05

データを取る癖をつけて可視化を怠らない。ダッシュボードを主体とした業務と議論を行う。見
える化されたものを常に見る癖をつけて重要指標の進捗や結果を全員が把握するようにする。
業務の改善ではプロセスを分解することから始めて、見える化できてコントロールできるまで分
解する。「わからない」で済ませない。
数字に固執するあまり、本質を見失わないように気をつける。可視化は手段であり目的ではない。
可視化して測れる価値もあれば、見えない大切な価値もあることを忘れてはならない。



bits Book25

整 理 整 頓してシンプルにする
誰でも「 わかる」「 使える」「 改善できる」 を目指して。

整理とは「いるもの」と「いらないもの」を分け、「いらないもの」は捨てることで
す。整頓とは「必要なもの」を「必要なとき」に「必要なだけ」取り出せる状態に
することです。

初めての人でもわかりやすく使いやすいように、何事も整理整頓しましょう。
無駄なく心地よく仕事ができる状態を保ちましょう。 すぐ把握でき、仕事を円滑
に進められる状態を保ちましょう。整理整頓ができていないとたくさんの無駄が
発生し、業務が非効率になってしまいます。心地が悪く、集中できず、働きにくい
環境となってしまいます。

常に誰でもわかりやすく、シンプルにしましょう。極限まで無駄を削ぎ落としてシ
ンプルにしましょう。「作るのが大変だった」とか「思い入れがあるから残そう」な
どと思わず、必要のないものは大胆に捨てましょう。
整理整頓されていることは、私たちのあらゆる仕事を成し遂げる上での前提
条件です。

06

整理をする上での整理ルールを作成する。ルールに沿って整理する。後から整理するのではなく、
初めから整理する。定期的に整理する。
初めての人が「わからない」「使えない」「改善できない」「把握に時間がかかる」ようなものはす
べて整理が足りていない。
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真因思考で 徹 底的に深く考える
「 なぜ？」を繰り返し、思考の海に深く深く潜る。

私たちは浅い思考で満足せず、何事も深く深く考えます。
「なぜ？」「だから何？」「本当に？」と、自分に問い続けましょう。質の高い仕事を
し、大きな問題を解決するには深く強い思考が不可欠です。
本当に解決すべき問題と、その原因を考えなければいけません。問題に見える多く
のことは症状であって問題ではありません。

まずやってみることは大切ですが、やってみる価値があるかを考えましょう。「やっ
てみないと分からない病」に陥らないように気をつけてください。
先入観、思い込み、慢心、認識の齟齬に囚われないように、自身を客観的に観
察して考える癖をつけ、データや事実に基づき物事を読み解く癖をつけましょう。

将棋のプロ棋士が 1000 通りを考えてから1 つの駒を置くように、私たちもプロとして
1000 通りの中から最適な１手を打てるようになりましょう。なぜそうなのか、そもそも
の目的は何か、根拠はなにか、だからどうなるのか、上手くいかないパターンは何か、
こうするとどうなのか、他に道はないのか。とことん自分に問い、問題を見る解像度
を限界まで上げましょう。深く考え、想像できる力を鍛えましょう。

十分な思慮がなくコントロールできない状態でアクセルを踏めば、私たちは事故死
するでしょう。
どれだけ成長と挑戦のアクセルを踏めるかどうかは解像度の高さにかかっています。

07

まずは「なぜ？ （Why?）」を 5 回、「だからなに？ （So What?）」を 5 回、自分に問う。
これでもかというくらい、「失敗するならどこで失敗するのか？」「もしこうなったらどうするのか？」
と、抜け漏れがないか考える。あらゆる可能性を吟味し、最後までしぶとくしぶとく考え抜く。
何かを真似るときは、その構造（法則・本質）を理解した上で真似る。表面的なものだけを真似
ても、環境やタイミングが違うので意味がない。
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人を責めずに仕 組みを責める
人の不完 全さを受け入れることから始めよう。

bits では仕事の責任は個々のメンバーにあります。では、仕事が期限までに終わ
らなかったり、問題やミスが起こった時はメンバーを責めるべきでしょうか？
人は思ったとおりに何かをできるようにできていませんし、ミスをする不完全な生
き物です。責めて攻撃したところで何の解決にもなりません。激励したり鼓舞した
りして、思い通りに動かそうとしても無駄です。

「〇〇さんが〇〇できない」を「〇〇さんが〇〇できる仕組みがない」 と捉えるよう
にしましょう。
何か問題が起きた時に「次は気をつけよう」で済ませずに、「次にこのようなこ
とが起こらないようにするにはどうすればいいのか？」を考え仕組みを改善しま
しょう。「責任を取る」のではなく「対策を取る」のです。

ミスや問題、人が期限内に仕事を成し遂げられないのには原因があります。その
原因を突き止めて、根本を改善しないかぎり、同じことを繰り返すことになります。
個人を責めるのは簡単ですが、本質に目を向けて仕組み自体を改善しなければ問
題は解決しないのです。誰でも価値を発揮できる仕組みと環境を作りましょう。

08

業務を見える化（マニュアル化・標準化）して、仕組み（標準化された業務）をベースに仕事を行う。
仕事がうまくいかないのは、その業務の進め方やマニュアルの改善が不十分だったり、教育体制
がないことが原因だと考える。
犯人探しをしない。他人を責めない。自分も責めない。仕組みを責めて仕組みを改善する。
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何 事も文 章と数 字に落とし込む
文 章にすら落とせない戦 略 や施 策に価 値はない。

文章ベースで仕事を進めましょう。 書かなければ何も始まりません。プレゼンやミー
ティングによる話し合いではよく錬られたように見えるアイデアや設計が、文章に
落とすと浅く価値の無いものであったなんてことは多々あります。プレゼンや口頭
での話は誤魔化しやすく、認識のズレや思い込みが起きやすいです。

文章と数字に落とすことでたくさんのメリットがあります。ものごとの解像度が上が
り、具体的になります。人は口にしたことはなかなか実現しませんが、書いたこと
は実現できるというのは有名な法則です。
文章に落とすことで複数の人に非同期で共有できます。後から見返すこともできま
す。「言った言わない」になりません。

ミーティング前にドキュメント準備を行い、冒頭 10~15 分は沈黙して文章を読みま
しょう。その後質問があれば質問を行います。そして問題なければそれを決定して
終了。改善すべき点があればフィードバックをして終わります。これが理想のミーティ
ングの進め方です。
文章を書くということは、自分の思考を整理し、人に「伝わる状態」にすることです。
組織内の多くの人に何かを正確に伝えることは私たちの仕事の核でありながら、と
ても難しいことです。

「言語化して文章化すること」、「人に伝わるまで伝えること」を諦めず、大切にし
ましょう。

09

社内ではパワーポイントなどのプレゼンツールは原則禁止。口頭ベースのミーティングも原則禁
止。文章と数字を主体としたドキュメントを作成する。
文章の読み書き能力を徹底的に鍛える。文章能力は Baseconnect のあらゆる仕事の基礎。文
章能力が高まれば、物事をより深くはっきりと整理して思考できるようになる。
ミーティングは「文章共有 ー＞ 沈黙 ー＞ レビューと質問があればする」が理想。アイデア出し
を目的としたブレストミーティング以外、ミーティングにはドキュメントを必ず準備する。
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ユーザーの本質的なニーズに
向き合う
記 憶に残る感 動の体 験を届けよう。

ユーザーの理想の体験を届け、ユーザーの問題や悩みを解決するのが私たちです。
ユーザーの悩みや問題に誰よりも寄り添い、期待を超えるような最高の体験をつ
くるために試行錯誤を重ねましょう。
私たちは主語をユーザーにし、常にユーザーに向き合います。セールスやデザイナー
だけでなく、すべてのチームに目指すべきユーザー体験を共有しなければいけませ
ん。「ユーザーのため」をキーワードに仕事を進めましょう。

ユーザーファーストの罠にかからないように気をつけなければいけません。ユーザー
が欲しいと言ったものをただ作るのが私たちではありません。馬に乗っている人は
もっと速い馬が欲しいといいます。決して車が欲しいとは言いません。「目的地ま
で早く快適に移動したい」など、本質的なユーザーニーズを捉えることが大切です。

短期的な売上や社内事情を優先して、ユーザーへの価値提供の優先順位を下げ
てはいけません。 価値あるサービスを作ることを最優先にし、本質的な仕事に向
き合い続けましょう。

10

ユーザー（顧客）の存在を置き去りにせずに、ユーザーと向き合いながら業務を進める。
誰もがユーザーと話す時間を取る。ユーザーの声を共有する仕組みを導入する。ユーザーインタ
ビューやユーザーテストを通じて仮説を検証する。ユーザーの声をただ丁寧に聞くのではなく、
ユーザーの根源的なニーズを知り、その答えの仮説検証を繰り返す。
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大きく考え小さく始める
大きなキャンバスに緻 密な絵を描こう。

「Think Big」「Start Small」「Learn Fast」「Scale Fast」 が挑戦における原則
です。
Baseconnect は「次世代の人類の知る方法を創造する」という天文学的に大きな
ことに挑戦しています。活版印刷やインターネットと同じような発明をしようとして
いるのです。お金で換算すると 1000 兆円くらいの価値の会社を作ろうとしていま
す。Google や Amazon の10 倍、日本最大の会社であるトヨタの 50 倍の価値です。

そのためには、大きく考える必要があるのです。小さく考えた時点でそのサイズ以上
に大きくなりません。スケールすることに向き合い、「常軌を逸した規模」になるに
は 「常軌を逸した考え」と「常軌を逸した挑戦」が必要です。常識では考えられな
いようなことを、良質な非常識をもって平然とやり抜かなければならないのです。
小さいものを改善しても小さなままです。スケールすることをしましょう。

ただ、経営資源は有限です。100 兆円あれば最初から数百億単位の大きな挑戦を
続ければいいかもしれませんが、残念ながらそんな資源はありません。限られた
資源を有効活用するために、まずは小さく始める必要があるのです。

小さく始めて仮説検証を繰り返し、大きく挑戦しても失敗しにくい段階になってか
ら大きな挑戦をします。検証が済んだ状態で大きな挑戦をするのは何の勇気もいり
ません。挑戦が怖いのは検証が不十分で、解像度が低いからです。

11

これから 100 億倍にしなければいけないという時に、Think Small な改善を行わない。
100 億倍、せめて 100 倍につながるような、本質的な仮説検証を行う。
仮説検証を繰り返し、成功可能性を上げてから大きな挑戦を行う。失敗が見えている挑戦はし
ない。



bits Book31

挑 戦と改善を続ける
迷ったら挑 戦 する方を選 ぶ 。

適切なリスクを取って挑戦を続けましょう。世界で最も困難な挑戦をしているのが私
たちです。挑戦の火が消えたと同時に私たちの歩みは止まります。
深く考えた末に迷ったら挑戦する方を選びましょう。挑戦して失敗したらいいので
す。何度でも何度でも挑戦して、まずは小さな成功を掴みましょう。どんな困難や
苦難にぶち当たっても、バッターボックスに立ち続けるタフさが大切です。逃げ出
さず、諦めず、淡 と々小さな挑戦を何千回も繰り返しましょう。

勝ち続けること、成功し続けることなんて誰もできません。誰でも失敗するので挑
戦を怖れる必要はありません。
怖ければ失敗した時をリアルにイメージしてみましょう。死ぬわけじゃないし、実
際大したことがないはずです。挑戦しないのは結局恥をかくのが怖かったり、周り
に迷惑をかけたくないなどという理由からです。恥を捨て、メンバーの挑戦を讃え、
失敗を許容する組織でありましょう。

今よりもっと良い方法を考え続け、挑戦と改善の手を止めてはいけません。「もう
これでいい」と思った瞬間、私たちのチャレンジは終わってしまうのですから。
できない 100 の理由よりできる 1 つの可能性を見つけ、「どうしたらできるか？」を
問い続けましょう。

12

施策が全然うまくいかない、失敗をしてしまう、売上が下がる、ユーザー数が減る、メンバーが
辞める、解雇を余儀なくされる状況になる、法的な問題に直面する、資金がショートする、、、な
ど、スタートアップには様々な HARD THINGS がつきもの。大切なのは何があっても挑戦を淡々
と続ける折れない心。
成功を前提とした全力の小さな挑戦をし、失敗のための無駄な挑戦をしない。失敗には何の価
値もないことを知る。過去のあらゆる研究でも失敗した人が次に成功する可能性は失敗する前と
変わらないことがわかっている。挑戦することは手段であり、目的ではない。
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挑 戦を楽しみ、 前向きに捉える
楽しく、 ワクワクする仕事をする。

挑戦を楽しみましょう。「今までできなかったことができるようになる」「ユーザー
により大きな価値を提供できるようになる」「成長する」ことはとても楽しいことで
す。挑戦を繰り返し、今まで誰もが見られなかった景色を一緒に見ましょう。

有名なフレーズに、“Is the glass half empty or half full?”（そのグラスは半分
しか入っていませんか、それとも半分も入っていますか？）というものがあります。
同じ事実、同じ出来事でも「どう捉えるか？」は人によって違います。 事実をコ
ントロールすることはできませんが、どう捉えるかはコントロールが可能です。

何事も前向きに捉えましょう。ピンチはチャンスです。問題は改善のための大切な
機会です。
前向きに捉えることができれば、ストレスを抱えることなく日々挑戦と改善を楽し
く続けることができます。ポジティブな循環を自分の中やチーム内で作れるかどう
かがとても大切です。

ポジティブを履き違えてはいけません。大きな問題があるのにそれを見ようとせず
に「大した問題じゃない」と捉えたり、見て見ぬふりをしてはいけません。詰めが
甘いのに「これでいける！」と落とし穴に自分で入ってはいけません。事実をありの
ままに受け取り、「より良くするためにはどうするか？」「問題を解決するにはどうす
るか？」という視点を持つのが大切です。

13

実力の＋ 20％の目標を設定し、挑戦を楽しむ。明らかにできない無理な挑戦はしない。
悲観的・否定的な言葉を使わないようにする。長期的に見て良くなることを言う。
仕事にハマり、没頭できるように、工夫して仕事をする。
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大 切なことにフォーカスする
思いついた 9 9％のことを、 あえて「 しない」。

やったほうがいいこと、やるべきことは無限のように出てきます。
大切なのは「やることを決める」ことではなく、「やらないことを決める」 ことです。

思いついたことの 99％はあえてやらずに、「1％の本当に価値があることだけ」 をや
りましょう。
目的地に最も近づくこと、長期的に価値を生み続けること、いまそれをやらない
と大きなチャンスを逃したり大きな損失が起きるようなこと「だけ」をやりましょう。
私たちにとって最も大切な資源は時間です。時間を最も無駄にすることは、価値の
ないことに取り組むことです。

「No」を言うことが大切です。人から頼まれたこと、ユーザーからの要望、新しい
ことなどをすべてすることはできません。何かを「やること」は何かを「やらないこ
と」です。本当に大切なことだけをやるために、「No」と言う勇気を持ちましょう。

長期的に大切なこと（緊急ではないが重要なこと）にフォーカスし、「問題」では
なく「機会」に注目できる状態でありましょう。緊急の仕事に追われないようにす
るために、先を見て仕事に取り組んでください。

14

常に優先順位を決めて可視化しておく。タスクとアイデアを分ける。
やったほうがいいことをするために安易に人を採用しない。人がいるとやらなくてもいい仕事を
やってしまう。1％の本当に価値があることだけをやるための最小限のチームを作る。
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実行主義・経 験 主義であれ
「 わからない」 をなくす最も簡単な方 法は、
「 やる」 ただそれだけ。

私たちのあらゆる仕事は、まずは不確実性が高いところから始まります。とにかく
わからないことだらけなのです。わからないことに人は不安を覚え、わかることだ
けをやろうとします。「わからないから、やらない」ではなく、「わからないからやる」
のです。

まずやってみて、やりながら考えましょう。 「できない」「わからない」の原因の多
くは能力不足ではなく、経験不足です。「やっていない」ことが原因です。まずやっ
てみて、経験から得られる膨大な知識を使い、道を切り開きましょう。
これからの当たり前となるサービスを作り、世界最大の挑戦をしている私たちの仕
事は「不確実性」で満ち溢れています。行動して確かめるしかないことばかりです。
不確実性が高い中でも走ることができる曖昧耐性を持ちましょう。

ただし、「やってみないと分からない病」に罹らないようにしましょう。やることの
目的は、「価値を生むこと」であり、「経験による知識（情報）」を得ることです。
考えるには情報 （知識）が必要であり、情報（知識）得るためには行動する必要
があるからです。

「考えるために『やる』」のです。「考えないために『やる』」のではありません。

行動に移すことで本当に価値が得られるのか、経験による有用な学習ができるの
かを考えた上で、数ある「やれること」の中から本当にやるべきことを見極めなけ
ればいけません。

15

行動を重視する。会議や悩んでいる時間を可能な限り減らし、業務の 95％は行動に使う。行動
しながら考える。
わからなかったら、まずはコードを書いて動かしてみる。アウトラインを書いてデータのサンプル
を作ってみる。試しに広告を出してみたり、試しに営業してみる。行動からわかる知恵を全力で
自分のものにする。

「わからない＝不確実性の高い」ものから取り組み、全体像を早くに掴む。骨組みからやる。「抽
象」から「具体」へ落としていく。
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「 わからない」 をなくす最も簡単な方 法は、
「 やる」 ただそれだけ。

立ち止まる勇気を持 つ
アクセルばかり踏んでいて事 故 が起きるのは至極当然。

私たちは毎年、何十倍、何百倍という規模で成長することを目指しています。ジェッ
ト機に乗っているようなものです。私たちにとっての１日は、通常の会社の１ヶ月で
す。

何か異常を感じたら、立ち止まる勇気を持ちましょう。 急成長する使命を背負っ
た企業は、「止まってはいけない」という強迫観念を持ってしまいがちです。
時速 5km で歩く人が何かにぶつかってもかすり傷で済むかもしれませんが、時速
1,000km で飛ぶジェット機が何かにぶつかるとそうはいきません。私たちは時速
1,000km で飛んでいる場合もあることをまず自覚しましょう。些細な問題の放置
が一瞬のうちに大問題となり、知らぬ間にコントロールできない状態になってしま
うのがスタートアップ企業です。

ジェット機が飛ぶ上で計器や検知器が必須なように、まずは異常を検知して見え
る化するあらゆる仕組みを導入しましょう。あらゆる見える化されたデータを元に、
アクセルを踏むタイミングとブレーキを踏むタイミングをコントロールするのです。

私たちは長期的な会社です。今日どこまでいけるかよりも、10 年後どこまでいける
かを大切にしましょう。

16

些細な問題や気付きを伝え、相談する。問題があればすぐに対処する。走りながら対処できない
場合は止まる。絶対に問題を放置して走り続けない。
止まることに反対しない。止まることを前提に仕事を進める。スケジュールと目標を優先して問題
を放置しない。見て見ぬふりをしない。
不可逆な意思決定（後戻りしにくい決定＝採用や株取引など）ほど立ち止まって考える。情報が
十分でない意思決定は、情報が整うまで意思決定を先送りするという選択もある。本当に「今」
決断すべきなのかを考える。
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弱さをさらけ出す
仮 面を被らなくてもいい場所でありたい。

「ここではもう強がらなくて良いんだ」 と思える場所でありたいと私たちは考えてい
ます。
弱さをさらけ出し、助けを求めることで、お互いの足りないところを補完しあえる
場所。長所を活かし、それぞれの人が持つ可能性を存分に発揮できる場所。自分
を飾るストレスがなく、ありのままの自分が受け入れられ、自由に羽を伸ばすこと
ができる場所。Baseconnect はそんな場所でありたいと考えています。

不安や疑問をどんどん口にしましょう。些細な問題や気付きも、上手くいったことも、
上手くいかないこともすべてシェアしましょう。「言ったら怒られそう」「言っても無駄
だ」などと思われたら、この会社は終わりです。
弱さをさらけだしましょう。メンバーの誰かが弱さを見せると、チーム全体がリラッ
クスして穏やかになります。あなたがどれだけ責任重大な立場でも、「できない」「わ
からない」「助けて」と言いましょう。自分が他者より優秀であると証明する必要
はありません。

自分の弱さをさらけ出し、相手の弱さを受け止め、信頼関係を築くことから私たち
の仕事は始まります。「信頼」無しでいい仕事はできません。

17

全員が「どうすればいいと思う？」「助けてほしい」「わからないから教えてほしい」と言う。「で
きるふり」「わかったふり」「知ってるふり」をしない。素直さと謙虚さを大切に。

「自分にできることはある？」と仲間に手を差し伸べる。
雑談推奨。傾聴を大切にする。コーチングを学び、実践する。
否定しない、詰めない、強要しない。愛情を持って人と接する。
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「 違い」 を尊 重して信じ合う
多様 性の溢れる組 織 へ。

Baseconnect には 18 歳の大学生から 50 歳近い人まで様々な年代の人が働き、
様々なバックグラウンド、性別、スキルを持った人が共に働いています。今後も国
籍や人種の違いを始めとした多様化を促進していきます。「違うこと」はそれだけ
で価値があります。私たちは役割分担を大切にしています。多様な人々が集まるか
らこそ役割分担ができ、補完しあえるのです。「違い」は学びの宝庫であり、違い
を尊重し学ぶ姿勢が大切です。

多様性に溢れた組織では、「阿吽の呼吸」「暗黙の了解」が通用しません。よって
自社の文化やルールを整備する必然性ができ、仕組み化された拡大性のある組織
作りが促進されます。多様性に溢れた組織は多様なスキルの引き出しと多様な問
題へのアプローチをもって問題を解決できます。

多様性とは端的にいうと「違うこと」です。しかし、違えばどんなときでも良い
訳ではありません。 違ったほうがいいところ、同じ方がいいところをとことん考
えましょう。例えば、スキルや経験は違ったほうがいいですが、会社の Value と
Standard に関する価値観は同じ方がいいです。

多様性は困難な問題を解決する突破口になります。私たちが生み出す価値の幅と
許容の幅をぐっと広げてくれます。「違うこと」を恐れずに自分を表現しましょう。
そして、違いを受け入れて尊重しましょう。

18

Value と Standard を共有できる、今の組織にいない「違う人」を採用する。
経験やスキルの違いを活かして役割分担をする。メンバーが最も才能を発揮できる役割をもつ。

「暗黙の了解」や「忖度」、「同調圧力」を許さない。察してもらうことを期待せず、正直・素直・
謙虚なコミュニケーションを大切にする。
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変 化を大 胆に続ける
「 強い組 織 」 ではなく「 変化できる組 織 」 を目指す。

「最も強い者が生き残るのではなく、最も賢い者が生き延びるのでもない。唯一
生き残るのは、変化できる者である。」 （ダーウィン）
私たちは「人」の集合体であり、鳥の群れや森のような組織です。世の中の多く
の会社は機械のようですが、私たちは１つの生命体のような組織です。生命体が
持つ最も大きな強みが、「学習し、変化すること」です。

私たちは「安定」を大切にする会社です。長期的な会社であり、1000 年続く会社
で在りたいと考えています。
安定するために変化するのです。私たちの世界は急激な変化を続けており、それ
に合わせて私たちの組織も急激に変化をし続けます。「世界の変化」へ適応でき
ない組織は死に、「組織の変化」に適応できない人は必要がなくなります。世界
の変化に組織が適応し、組織の変化に人が適応する必要があるのです。「これで
いい」と、変化を諦めた時点で終わりです。変化を恐れず、変化を楽しみましょう。 
変化のない会社で変化のない仕事をし続けること、１年前の自分と今の自分が大
して変わらないことはつまらないことです。

変化するために必要なのは「学習」です。 新しいことを学び続けましょう。自分か
ら進んで必要な変化を起こしましょう。変化することを受け入れ、適応するために
努力しましょう。古い知識やこだわりは大胆に捨てて、新しいものを自分のものに
していきましょう。大切なのは「今何を知っているか今何ができるか」ではなく、「こ
れからどれだけ知れるか・これから何ができるか」です。

19

積極的に本を読んだり、他者（他社）を研究する。組織の変化に適応するために必要な新しい
知識とスキルを習得する。
20％はやったことのない仕事に挑戦する時間に使う。人は育てるものではなく育つもの。人が育つ
環境をつくる。
アンラーニング（成長を阻む既存の知識や価値観を意識的に棄却すること）を実践し、新しい
ものを吸収する。
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余白（ ゆとり） を持 つ
仕事にも時 間にも心にも余白を持とう。

何事にも余白を持ちましょう。何もせずに妄想できる時間を作る。誰かが休んでも
問題ない仕事の役割分担をする。早く家に帰って、学習の時間、家族や友人との
時間、趣味・運動・社会活動の時間を大切にする。それらは、長期的には会社の
成長に繋がります。

私たちは長期的な会社です。全員が常にフル稼働して力を使い果たすような組織
は長続きしません。余白がないと人の心と身体はいつか壊れてしまいます。日々の
忙しさに翻弄され、目的と本質を見失った仕事をしてしまいます。
駅伝マラソンのように上手くバトンを繋ぎながら、長い長い道のりを走っていきま
しょう。１人マラソンをしたり、短距離走のように走ってはいけません。

余白があることで、失敗と挑戦を許容できる心の余裕ができます。創造性とエネ
ルギーを得ることができ、パフォーマンスが上がります。根本的な解決につながる
本質的な仕事ができるようになります。皆が積極的に休みを取ることで属人的な仕
事ができることを防ぎ、お互いの仕事を理解し合いフォローし合う文化ができます。
危機を乗り越えなければいけない時、大きなチャンスが来た時、全力で取り組む
ことができます。上手く仕事が進まなかったり、会社の成長が止まったり、仲間が
失敗したときもポジティブに捉えることができます。

大切なことにフォーカスして余白を作りましょう。 せっかくできた余白をやったほ
うが良さそうな、つまらない仕事で埋めてはいけません。

20

余白は、重要でない仕事を捨てることで作る。余白を作るために安易に人の採用に走らない。
残業をしない。有給休暇をすべて使う。余裕を持てるように仕事を割り振る。休暇中は通知をオ
フにして返信しない。ハードワークを自慢しない。他の人にハードワークを強制しない。
あたりまえとなるサービスを作るためには、あたりまえを知らなければいけない。大多数の人と同
じ生活をすることを心がけ、ありふれたモノやコトに触れて、「普通」の感覚を身につける。
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横 展 思考で突 破 する
全てのことから学習する。

あらゆる出来事や、組織、人から学び、日々の仕事に活かしましょう。
「なぜ今回は上手くいったのか」、「なぜ買ってくれたのか？」、「この会社の売上は
なぜこんなに伸びているんだろう？」、「なぜこのサービスはたくさんの人が利用し
ていて評判がいいのだろう？」そんな問いを持ち続けてください。
社内で何か上手くいったことがあったり、世の中でヒットしたサービスや大成功し
た施策があるのに、それから学びを得ないのはとてももったいないことです。

結果には必ず原因と法則があります。事実から見えてくる勝ちパターンや法則、気
付き、本質的な価値を抽出し、それを自分事に置き換え、「いま直面しているこの
課題を解決するには？」「自社のサービスに置き換えると？」というように転用する
のです。

表面的なものだけを真似ても意味がありません。抽象化して本質を捉え、前提条
件を置き換え整理して転用する必要があります。

抽象化してすべてを自分事と捉えることができれば、すべてのことに学びがあり、
気付きに溢れていることに気付くでしょう。
周囲の事実から学んで法則を見つけ出す。それを自分に活かし、社内に広げる。
良いものはどんどん取り入れる。良いものはどんどん広げる。そんな姿勢が大きな
飛躍を実現します。

21

関係のあることはもちろん、一見全く関係のないことからも学び、活かせないかを考える。
世の中のヒットしたサービスや、上手くいっている会社、よく使われている商品、歴史上の出来事、
他のチームの成功事例などを自社や自身の仕事にどう応用するかを常に考え続ける。
自社で上手く行ったことを同じチームや違うチームに共有して実践する。他のチームと関係を持
ち、雑談する。
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情 報のすべてをオープンに
情 報は「 力」。 情 報を共 有 することで 全 員が「 力」 を
持つ。

一切の情報格差をなくし、徹底して情報をオープンにしましょう。
情報は「力」です。情報を持たざる者は考えるための情報がなく、自分で考え行
動できません。個々のメンバーが自分の仕事に責任を持ち、自分の仕事を自分で
判断して自律的に動いていくためには情報がオープンである必要があります。

情報を持たない者が権限を持つことは非常に危険です。個々が責任を持ち大きな
力を持つことと、情報共有は必ずセットで考えなければいけません。
全ての情報を共有するということは、全員が CEO と同じ状況に置かれることを意
味します。 目を背けたくなるような会社の悪いニュースも、絶望するような会社で
起こっている問題も、自分の不利益になるような考えや出来事も全て共有します。
一部の人が問題を解決するのではなく、全員で問題を共有し、全員で問題をシェ
アして解決していくのが私たちです。

すべてをオープンにする前提で仕事をする。オープンにできることしかしない。隠
さなければいけないようなことはしない。そんな健全で信頼性が高く、公平感と
納得感のある公明正大な組織で在りましょう。
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ドキュメントベースで仕事を進め、全てをわかりやすく公開する。全てのメッセージのやり取りを
公開チャンネルで行う。全てのミーティングは誰でも参加・見学ができる。個人のプライベートに
関わること以外はプライベートチャット禁止。経営に関する打ち合わせの議事録、会社の銀行口
座残高や決算書などすべてを公開する。
リードリンクなど一部の人が情報公開するのではなく、全てのメンバーが情報をわかりやすく公開
する。
透明性を高めすぎると感情を出す機会が少なくなるので、雑談や 1on1 などで感情を出す機会を
多く持つ。
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プロフェッショナルであれ
良質なこだわりを持つ。

私たちは皆、プロフェッショナルです。プロとしての誇りと自覚を持ち、オーナーシッ
プを持って仕事に取り組みましょう。
私たちにとってのプロフェッショナルとは、「自分の仕事に対する視座を高く保ち、
細部までこだわる人」「スピードと質の高さの両方を追い求めてバランスを取れる人」

「自分の仕事に満足せず、常に理想を追い求める人」「結果にこだわり、価値を生
むことに責任を持てる人」「通常成し遂げられない偉業を成し遂げられる人」です。

単に細部までこだわり、高い理想を目指せば良いわけではありません。細部には神
が宿るときもあれば、悪魔が宿るときもあります。 ユーザー目線と目的ありきで神
を宿さなければいけません。「無駄なことに細部までこだわること」、「間違った高
い山に登ること」は愚かな行為です。
本当に大切なことにフォーカスし、それを限界まで磨き上げましょう。

「もっと良いものを作ろう」「もっと良いチームにしよう」「もっと良い仕組みにしよう」　
というように、自分自身に軸を持ち、自分で自己を高めていけるようになりましょう。
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やっつけ仕事をしない。自分の仕事にこだわりと責任を持つ。
仕事の細部までの完成度とスピードにとことんこだわり、「そこまでやるか」くらいでちょうどいい。
普通の仕事をしない。
挑戦と経験を繰り返し、より高い次元に自分を持っていく。人の 100 倍深く考え、自己を高める
努力を怠らず、プロとしてスキルを高めていく。
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コストベースで 考える
見えないコストに気付く。

管理しない私たちの組織においては、全員がコスト意識を持って仕事に取り組む
ことが非常に大切です。
気付かないことにたくさんのコストが掛かっています。例えば、1 時間のミーティ
ングは１回＝ 2 万円（４人で１時間の場合・会社全体では時給の２倍のコストがか
かっています）、10 人で 1 時間のミーティングは 5 万円です。ミーティングのコスト、
何かの選択を「する」「しない」ことによる機会コスト、意思決定が遅れるコスト、
アポ同行のコスト、株を発行するコスト、オフィスのコストや組織を維持するため
のコストなど、何気ないことに多大なコストが掛かっています。

目の前の事象に、どのようなコストが発生しているかを常に想像し意識することが
大切です。コストリテラシーを高めましょう。ビジネスでは、電車で 10 分で行け
るところに２時間かけて歩くようなことを平気でやってしまいます。
コストを可視化し、コスト以上の価値を生んでいるかを常に考えながら仕事に取り
組みましょう。お金を稼ぐことは大変ですが、それと同じくらいお金を「正しく」使
うことは大変です。例えば「コストを下げるためにやっている改善施策自体の手間
コストが、削減するコストを上回っている」なんてことがたくさんあります。

ケチケチしてお金を使わないようにすべきということではありません。コストを意
識し、価値あるところにしっかりお金と時間を使いましょう。
コスト以上の価値を生むからこそ、私たちのビジネスは成り立ちます。
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社内・社外とのミーティングを可能な限り減らす。余程の価値がない限りこちらから訪問をしない。
15 分 ~30 分のミーティングを基本とする。参加する必要のない人をミーティングに加えない。必
要ないと判断する場合は辞退する。
コスト以上の価値がないことをしない。ただし、合理主義に走りすぎて、必要な余白を消してし
まわないように気をつける。一見無駄だと思えることに大きな価値があることを知る。
機会費用という考えを持つ。何かを選択するということは、何かの選択を捨てること。何を捨て
たのかを考える。
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３度やることは自動 化する
人には人らしい 仕事を。

私たちのコアコンピタンスは、 テクノロジーと人の力を組み合わせることによって
「低コスト」で「質の高いデータ」を「大規模に」つくることができることです。
強力なオペレーション構築力にテクノロジーが組み合わさることで初めて私たちの
真価が発揮されます。
自動化を推し進めましょう。常に「自動化して自分の作業を無くせないか？」 と問
いましょう。「いかに頑張らないか」「いかにラクをするか」を考えましょう。頑張
らなくても大きな価値を創造するにはどうするのかを考え続けるのです。

自動化はエンジニアだけが取り組むことではありません。マニュアルを作って誰か
に説明する手間をなくすこと、スプレッドシート関数を使ってルーチンワークをな
くすことも自動化です。仕事とは自分がいなくても回る仕組みを作ることです。自
動化は私たちにとって仕事の核となるものです。

コンピュータにできることはコンピュータに任せ、人は人にしかできないことをやり
ましょう。コンピュータにできることを人がやってはいけません。極限まで自動化
を進めることで人々に質の高い情報を広く提供するのが私たちです。自動化の喜び
と楽しさを知りましょう。

25

全員がテクノロジーについて知り、「何が自動化できるのか？」を知る。
まずはあえて自動化せずにやってみる。価値があるものだけ自動化する。
ドキュメント化、省力化、DRY 原則（Don’t Repeat Yourself: 重複を避ける）を実践する。非
エンジニアも Zapier やスプレッドシート関数を使って自動化する。
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今、 この瞬 間に集中する
目の前のことに全 力で取り組む。

目の前のことを頑張り続けた人に良い未来が来ます。あれやこれやと悩まないで、
いまやるべきことを淡 と々やり抜くことが大切です。「今」に集中することが、限ら
れた時間で大きな価値を創造するコツです。
人はどうしても悩んでも仕方のない過去と未来のことばかり考えてしまい、「目の前
のことに集中してベストを尽くす」というシンプルなことができません。

頻繁な体制変更やルールの変更。急成長に伴う歪みや矛盾。困難な問題解決。
急速に拡大し複雑化する社内。日々荒波に揉まれ、変化を続ける私たちにとって、
ムダに反応しないこと、心の穏やかさを保つことはとても大切です。
感情的にならずに、穏やかさと平静さを保ち続けましょう。

いま自分は「考えている」のか「悩んでいる」のかに気付きましょう。悩むとは思
いを巡らせているだけで、解決や行動に結びつかず、考えるふりをしていることで
す。悩むのではなく、考えることを意識しましょう。

あなたがいま取り組んでいる仕事は成し遂げる価値があるものです。目の前の仕
事を終わらせることに集中しましょう。
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時間を計る、今日終わらせることを明確にする、時間単位のスケジュールを作る、マインドフルネ
スするなど、目の前に集中して今を生きるテクニックはたくさんあるので実践する。反応しない練
習をする。
見えることだけに集中する。焦りや怒りの感情が出てきたときは、呼吸や胸の鼓動を観察して集
中する。自分を自分の後ろから見るように、自分を客観的に見る視点を持つ。「見えないこと」「わ
からないこと」に囚われず、本当にエネルギーを注ぐべきことに集中する。
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全 体を 俯 瞰して一貫 性をもつ
木を見て森を見ず。 森を見て木を見ず。

目の前の仕事に集中するあまり、目的や戦略と矛盾したことをしてしまうことがあり
ます。全体を俯瞰して、広い視野で物事を考えることも大切です。

一貫性がないと何事も上手くいきません。
例えば業務のマニュアルを作るときは、「この業務の全体での立ち位置はどうか？」

「目的は何か？」「企画書や他のマニュアルと整合性があるか？」「業務する人はど
んな人か？」など、様々な角度から見る必要があります。

狭い視野で物事を考えていてはいつまで経ってもいい仕事ができません。1 つ変わ
れば一貫性を保つために他のすべてが変わるのです。物事は思っている以上に複
雑に絡まり合っています。
様々な職種、役割、立場、思想、方法論から物事を見ましょう。そして、全体と
して一貫性があるかを常に考えましょう。「矛盾」や「ひずみ」の全てを無くすこと
は難しいです。しかし、それを無くす努力を続けましょう。

一方で全体を俯瞰して見ようとすると細部が疎かになりがちです。同時に森と木を
見ることはできませんが、「森を見る人と木を見る人を分ける」、「時間を置いて森を
見ることと木を見ることを繰り返す」などして、全体を俯瞰することと細部に拘る
ことを両立しましょう。

27

全体を俯瞰できるようにすべての情報を共有する。関連するすべての物事を理解しようと努め、
周囲との一貫性を意識する。

「サービス企画でコンセプト・ターゲット・課題・ソリューション・チャネル・価格・コアコンピタ
ンスに一貫性がない」　「言ってることとやってることが違う」　「全社とチーム、個人で、目的と優
先順位に一貫性がない」など、あらゆるところで一貫性の罠がある。
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ストックすることに取り組む
その仕事はこれからもずっと価 値を生み続けるか？

仕事とは「自分がいなくても回る仕組みを作ること」＝「持続的に価値を生み続け
るものを作ること」です。

自分がした仕事が今後数年〜永遠に価値を生み続けるかを考えてみてください。
仕事をした時しか価値を生まないような仕事は、私たちにとっては仕事ではありま
せん。ただ目の前の作業をこなすようなことをしてはいけません。価値がすぐなく
なるものにはお金と時間を使うべきではありません。

コップに水を注ぐような仕事をしましょう。ただ、水を垂れ流し続けるような仕事や、
穴の空いたコップに水を注ぎ続けるような仕事をしてはいけません。
コップに穴が空いていたら、まずは穴を塞ぎましょう。コップがいっぱいになって
溢れそうになれば、より大きなコップを用意しましょう。

ストックすることは中々成果が出ません。ついつい、フローですぐ成果の出ること
をやりたくなります。それをグッと堪えましょう。
目先の成果を求めず、地道に価値を積み上げ、誰もが到達し得なかった高さまで
積み上げるのです。
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経験と知恵を蓄積する。マニュアルを作る。得られた知見や気づきをシェアする。魚を与える（＝
フロー）のではなく釣り方を教える（＝ストック）。
今後も価値を生み続けるデータを作成する。今後もずっと使えるコードを書く。すべてが時間と
ともに投資額以上のアセット（資産）となっているかを注意深く見続ける。
構造上重要な KPI を達成してからスケールさせる。問題がある状態 （コップに穴がある状態）で
スケールさせない。
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全 責 任
（ トータルレスポンシビリティ）

組 織 内に自分に無 関 係なことなど１つもない。

「この問題については誰かが何かをしてくれるはずだ」という意識を捨て、すべてを自
分事化しましょう。役割はあくまで基本領域であり、あなたの役割を中心とした会社
のすべてのことに、あなたは責任を負っています。 無関係なことなどはありません。
当事者意識を持って、価値あるサービスを作るためならどんな仕事でもやるくらいの
意気込みで仕事をしましょう。

「これ、私の仕事ではありません」は禁句です。見て見ぬフリをしてはいけません。だ
からといって、すべてに取り組む必要はありません。もしそうなら、あなたの仕事は延々
と増えていってしまいます。
問題に気づいたり、機会に気づけば、その役割を担うチームとそれについて話し合っ
たり、積極的に他の役割にフィードバックを行いましょう。口出し大歓迎です。積極的
に口出ししましょう。他のチームの改善ボードに書き込みましょう。
特定の人に負担が集中しないように、改めて仕事を配分し、役割がなければ新しい役
割をすぐ作りましょう。そして、新しい役割を皆が率先して引き受けましょう。役割は自
由に変えたり交換ができ、役割の優先順位も変更ができます。自分の役割を変化さ
せながら本質的な価値提供を協力して行いましょう。
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自分の役割だけに関心を持つのではなく T 字型 （自分の専門と周囲の幅広さの両立）の興味を
持つ。
サービス企画以外のメンバーも積極的にサービスの企画や改善に関わり、フィードバックを行う。
全員がサービスの提供価値に責任を持つ。

「全責任」と書くととても重い気がするが、そもそも誰も責任など取れない。責任は感じることし
かできないので、感じて意識すればいい。
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Make the world a better place
あなたのその行 動は世界をより良くするか？

世界をより良くするために私たちができることを考えましょう。
ユーザーの役に立つサービスを作る。メンバーを幸せにする。株主やパートナーの
利益になることを行う。地域に貢献する。世界の経済成長に貢献する。人をたく
さん雇用する。たくさんの税金を払う。三方良しの精神で、世のため人のために貢
献することを忘れてはいけません。

Baseconnect は、お金儲けのためにできた会社ではありません。競争に勝つた
めにできた会社ではありません。
目先の利益にとらわれず、「自分だけが良くなればいい」「自社だけが良くなればい
い」という考えを捨てましょう。長期的な視野を持ち、存在意義を達成することで、
時代を超えて愛される会社となりましょう。

Baseconnect が「ある世界」と「ない世界」で、どれだけの良い変化を生めるのか、
どれだけ世界をより良い方向に変革できるのかを考え続けましょう。
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常に利己的に考えていないかを確認する。世界規模で考える器の大きさを持つ。
人を大切にして思いやりを持つ。小さな親切と良い行いをたくさんする。
利益や売上は顧客と社会に優れた価値を提供した結果である。


